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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
２
月
６
日
豺

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

相相
談談

明月
めいげつ

上人は享保12年（１７２７年）日前の
願行寺に生まれ、松山の圓光寺第７世法灯を
継いだ。人間味豊かにして逸話多き僧である。
20歳のころ江戸に遊学し仏儒の学を究め、
徂徠
そらい

の古学を好んだ。越後の良寛、備中の
寂厳
じゃくごん

と共に「近世の三筆」と称せられ、「明
月の書は松山藩の宝なり」と語り継がれた。
71歳でこの世を去ったが明治29年の百回忌に
あたり、子規や虚子が明月上人を偲び盛大な
句会を催した。願行寺の境内に上人の胸像や
石碑などが建立されている。

明
月
上
人
誕
生
地
（
町
指
定
）

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ

ジ
学
生
募
集

■
資
格
／

高
校
卒
業
ま
た
は
平
成
18
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

■
学
科
と
定
員
／

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
コ
ー
ス

30
人

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
50
人

■
選
考
方
法
／

書
類
選
考
、
適
正
検
査
、
面
接

■
問
い
合
わ
せ
／

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

蕁
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０

平
成
17
年
度
テ
ー
マ
別
介
護

講
座
（
後
期
）

■
対
象
者
／
在
宅
介
護
を
行
っ
て

い
る
方
や
介
護
に
興
味
の
あ
る

方
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

■
受
講
定
員
／
20
名
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
日
程
と
講
座
内
容
／

第
１
回
　
２
月
17
日
貊

ベ
ッ
ド
上
で
の
体
位
の
変
換

第
２
回
　
２
月
23
日
貅

移
乗
介
護
の
方
法

第
３
回
　
２
月
27
日
豺

部
分
浴
と
ベ
ッ
ド
上
で
の
洗
髪

の
方
法

第
４
回
　
３
月
２
日
貅

食
事
介
護
の
方
法

第
５
回
　
３
月
６
日
豺

ま
と
め

※
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場
所
／

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
方
法
／

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
２
月
３
日
貊
（
必

着
・
午
後
５
時
締
切
）
ま
で
に

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に
よ

り
受
講
者
を
決
定
。

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー

蕁
７
９
‐
２
３
０
０

旧大島町においては、大型、中型、小型
の廃家電製品の収集料金を徴収していまし
たが、合併後は他地区同様に無料で収集し
ています。
未使用の廃家電ステッカー（大型、中型、

小型、３００円～２，０００円）をまだお
持ちの方は、収集料金の還付（返金）手続
きを下記期限までに行ってください。受付
最終期限終了後は、還付の受付はできませ
んのでご注意ください。
◆受付最終期限／平成18年3月31日貊
◆受付場所／
周防大島町役場　大島総合支所
蒲野出張所　沖浦出張所
◆必要なもの／
・廃家電収集ステッカー
（領収印があるもの）

・印鑑
・口座振込を希望する方は、口座番号がわ
かる物。（通帳等）
◆問い合わせ／
大島総合支所蕁７４－１００２
生活衛生課　蕁７８－１１１３


